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          目標値 55.9％ 市平均正答率 59.1％   ＜１年生内容別正答率グラフ(%)＞ 
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仙台市平均正答率 目標値

 ※目標値－５ポイント ≦ 目標値と同等 ＜ 目標値＋５ポイント 

市平均正答率は目標値と同等である（○：成果 ●：課題） 

①「植物のからだのつくりとはたらき」では，目標値を 8.3ポイント上回っている。 

②「植物の分類」では，目標値を 5.8ポイント上回っている。 

③「身のまわりの物質とその性質」では，目標値を 5.3ポイント上回っている。 

❶「光と音の性質」の光源を動かしたときの実像の様子の変化を問う設問では，目標値を 14.0ポイント下回

っている。 

➋「植物のからだのつくりとはたらき」の設問の中で，酸素の発生が植物の働きによることを確かめるため

の対照実験を設定できることを問う問題では，目標値を 4.3ポイント下回っている。 

 

 

 

＜事例１＞ 

１ 問題と解答状況 

設問番号 領域 出題のねらい 

８ （２） 光と音の性質 光源を動かしたときの，実像の様子の変化がわかる 

問題 

  光源を（１）のときよりも左に動かしてａを大きくし，はっきりとした像がうつるようにスクリーンを

動かしました。このとき，凸レンズからスクリーンまでの距離ｂはどうなりますか。また，スクリーンに

できる像の大きさはどうなりますか。次の１～４から１つ選びなさい。 

 

 

１ ｂは小さくなり，像は小さくなる。 

２ ｂは小さくなり，像は大きくなる。  

３ ｂは大きくなり，像は小さくなる。  

４ ｂは大きくなり，像は大きくなる。 

正答（正答率 26.0 ％） 誤答（誤答率 72.5 ％ 無解答率 1.5 ％） 

１ ２… 34.7 ％ ３… 24.1 ％ ４… 13.7 ％ 

 

分析結果 

指導改善の方策 



２ 指導改善に向けて 

実像の変化に関する現象をとらえさせるために 

 この設問では，光源を動かしたときの，実像の様子の変化について問われている。誤答分析から，光源か

らレンズまでの距離と，レンズからスクリーンまでの距離，実像の大きさとの関係性について，理解してい

ないことが考えられる。 

指導に当たっては，実像の変化を調べる実験において，教師から与えられた条件下で凸レンズとスクリー

ンの距離と実像の大きさを観察させることだけにとどまらず，目的意識を持った実験を通して，実像の変化

に関する現象をとらえさせる指導が大切である。  

 

３ 改善事例 

 「光と音の性質」 

１ 指導のねらい 

 目的を持って，光源と凸レンズ，スクリーンとのそれぞれの距離とできる像の形や大きさを調べ，実像

の変化について理解することができる。 

 

２ 具体例（活動や指導） 

① 演示実験を通して凸レンズを使ってスクリーンに実像ができる様子を提示する（レンズから焦点距離 

の 2倍の位置に物体を置き，物体と同じ大きさの実像をスクリーンに映した状態）。 

② 映写機やカメラは同じ原理を利用していることを伝え，意図的に大きな実像や小さな実像をスクリー 

ンに映すためには，どのようにしたらよいかを考えさせる（課題提示及び仮説の立案）。 

③ 操作の条件として，凸レンズを動かさないこと，実像がはっきり映るようにスクリーンの位置を調整 

することを伝える。 

④ もとの物体の 2倍及び 1/2の実像をつくる実験を行わせ，そのときの物体やスクリーンの位置を記録 

させる。 

⑤ 考察では，実像の変化の様子の規則性を整理させるとともに，凸レンズの焦点距離と物体やスクリー 

ンとの距離の関係についても考えさせる。 

 

＜事例２＞ 

１ 問題と解答状況 

設問番号 領域 出題のねらい 

３ （３） 
植物のからだのつ

くりとはたらき 

酸素の発生が植物の働きによることを確かめるための対照実験

を設定できる。 

問題 

 酸素が発生したのは水草のはたらきによることを確かめるには，図２の実験と比較する実験を行う必要が

あります。比較する実験として正しいものを，次の１～４から１つ選びなさい。 

 

 

 

 

 

正答（正答率 40.7 ％） 誤答（誤答率 58.6 ％ 無解答率 0.8 ％） 

２ １… 17.2 ％ ３… 39.7 ％ ４… 1.7 ％ 

 



２ 指導改善に向けて 

対照実験を行う際の条件制御の考え方を身に付けさせるために 

この設問は，酸素の発生が植物の働きによることを確かめるための対照実験を設定できることをねらいと

している。酸素の発生が水草の働きによることを確かめるための実験を選択する必要があるが，「水草の働

き」＝「光合成」ととらえ，光の有無の対照実験である解答を選ぶ生徒が多く見られたことから，対照実験

の意味や対照実験を行う際の条件制御の考え方が，十分に身に付いていないことが考えられる。 

指導に当たっては，酸素の発生源が水草であるかどうかを調べるためには，要因と思われる条件（この場

合は水草）だけを変え，他の条件（光や二酸化炭素の有無）は変えないといった対照実験の基本的な考え方

を繰り返し指導していくことが大切である。 

 

３ 改善事例 

 「植物のからだのつくりとはたらき」 

１ 指導のねらい 

 水草による酸素の発生の要因を探るための対照実験を計画し，酸素の発生には植物，光，二酸化炭素の

三つの条件がすべて必要であることを調べることができる。 

 

２ 具体例（活動や指導） 

① 演示実験（問題の図２と同様の実験）を通して，植物，光，二酸化炭素の三つの条件が揃っている場 

合は酸素が発生することを確認させる。 

② 三つの条件のうち一つでも欠けると酸素が発生しないのかを予想させ，それを立証するための対照実 

験の方法を考え，班で検討させる（この段階で，一つの条件を変えるときには，他の条件は変えないこ

とが重要であることを確認する）。 

③ 計画に従って実験条件を設定し（植物のみ無し，光のみ無し，二酸化炭素のみ無しの三つの設定）， 

酸素の発生の有無を確かめさせる。 

④ 考察では演示実験の結果との比較を行わせ，各条件が酸素の発生に必要であるかどうかを判断させる。 

 

※ 他の単元や題材の実験においても，要因を探るために対照実験が必要となる場面では，条件設定を生

徒自身に考えさせることで，対照実験における条件制御の考えが一層身に付くと考える。 

   例）２年生物 消化酵素の働き（だ液の有無の比較） 

２年化学 鉄と硫黄の反応（加熱の有無の比較） など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


